


  49 年度にひき続き、保護帽に関して検討し、また実際に着用した経験を報

告する。前回の調査結果から頭部や顔面の保護機能からみるとハードタイプの

保護帽が優れていることが判明した。そこで当病棟患者にハードタイプとソフ

トタイプの試作品を実際に着用させてみたところ、ハードタイプの着用に対し

ては強い抵抗があり、その原因として次のものが挙げられた。


